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16・副腎腫瘍と1311・Adosterolシンチグラフィについて
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　CTにて発見され内分泌学的に異常を認めない副腎腫

瘍13例について1311－Adosterolシンチグラフィ所見上の

特徴を検討し，以下の知見を得た．

　内分泌学的異常を認めない副腎腫瘍における1311－

Adosterolの集積はCT上の腫瘍の大きさに依存する傾

向があると思われた．また健側副腎の陰性描画の場合に

は腫瘍側副腎から何らかの抑制が加わっていることが示

唆された．また近年の画像診断法の発展言及に伴い今後

このような症例は増加するとおもわれ，若干の文献的考

察を加えて1311・Adosterolシンチグラフィの果たすべき

役割を結論づけてみた．

17・51Cr赤血球寿命測定による摘脾適応についての

　　検肘
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　過去3年間に北大病院にて赤血球寿命測定を行った38

症例中，摘脾適応のあったものは6例であった．非摘脾

群と摘脾群の両群で生化学データ，赤血球寿命Tlt2，体

外計測値（脾／心カウント比，S／P）の比較を行い，摘脾

適応について検討した．両群で赤血球数，血小板数，ビ

リルビン値等には有意差を認めなかったが，Tl／2および

S／P比は有意差を認めた．しかし，Tll2の分布は両群で

重なりがありTll2単独での摘脾判定は，10日以下の著

明短縮例以外では困難と思われた．S／P比は分布が限局

し，比が2．51以上の86％，2．21以上の71％が摘脾例

であった．以上より，摘脾判定にはTli2よりもS／P比

が有用と考えられた．

18・SPECTのprojection　dataの前処理に関する検肘
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　SPECT像の雑音処理法の一つとしてプロジェクショ

ンデータの高周波除去について検討した．高周波成分は

画像情報に対し雑音の占める比率が高いため高周波除去

は有効な雑音除去法である．カゥントの少ない画像では

高周波成分が相対的に多いため特に有効である．カウン

トの少ない画像ほど適切な遮断周波数は低い，カウント

数に対応する適切な遮断周波数がわかれば個々の症例に

応じて適切なプレフィルターを掛けられると考える．

　遮断周波数が低いほど画像情報は減少するためカウン

トの多いデータを得ることが重要である．さらに，ごく

低い低周波成分をサブトラクションしてSPECT像のコ

ントラストを上げる試みについても検討した．

19．MRIの一一つとしてのESR画像
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　電子スピン共鳴（ESR）法は磁気共鳴（MR）の重要な

柱であり，フリーラジカル等の常磁性種の検出，解析の

有力手段である．しかるにNMRよりゼーマン分裂幅が

大きいことなどから電磁波の誘電損失が大きく生体計測

は遅れている．演者らは生体計測にも応用できる七バ

ンドESRシステムを開発した．感度の点で未解決の点

もあり，現在生体においてはニトロキシドラジカルを投

与し，それを体外計測している．今回はこの分布を画像

として描出する試みのうち，ラット頭部のスライス像の

取得に成功したので，ファントム実験の結果と合わせて

報告する．
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